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河川堆積物 6試料について，蛍光X線分析装置(XRF)を用いて主成分 10元素(Si, Ti, Al, Fe, Mn, 
















に含んでいる(図 1)。どちらの鉱物も PZC(Pont of 
Zero Charge) はそれぞれ 2.0, 4.6と他の鉱物と比べ
低いので，河川において重金属元素を吸着している
と考えられる。しかしカオリンおよび石英を用いた  図 1 生野銀山地域の河川堆積物 XRD結果 
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2.96 %から 6.52 %含んでいた。このように有機物
はカオリナイトとは異なり，河川堆積物試料およ        図 3  Cuの吸着実験結果まとめ 
び浮遊物質試料に採取地域に依存せず含まれている。河川堆積物に含まれる有機物は，フルボ酸
とヒューミン酸で全有機物の 80 %以上を占めている 2)。フルボ酸，ヒューミン酸ともにアルキル
基，カルボキシル基，アミド基などの官能基を有している 3)ので，高い pH と接すると負電荷を
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After 85 - 120 min
Adsorbent   Kaolin    Sediment    Qtz 
pH          4.60        5.32           6.06 
 
 
